
福岡県西方沖地震・緊急観測の概要および地震活動 

Urgent joint observation of the 2005 west off Fukuoka earthquake (M7.0) 
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2005年3月20日に福岡県西方沖でM7.0(JMA)の地震が発生した．この地震はほぼ北西－南東の走向を持つ左横ずれ断

層であった．地震発生によって玄界島をはじめとして多数の家屋に被害を及ぼし，現在も余震活動が継続している．

われわれは地震発生直後から，この地震に伴う地殻活動，すなわち余震活動，地殻変動の詳細な把握のため臨時観測

を開始し，現在データを蓄積，解析中である．この臨時観測は陸上地震観測，OBS観測，GPS観測より成る．陸上地震

観測は九州大学，鹿児島大学，京都大学，東京大学，東北大学，北海道大学が合同で行い，4月10日現在，6点のオ

ンラインテレメータ観測点と17点のオフラインロガー観測点を展開した．テレメータ観測点は衛星，フレッツISDN，

無線のテレメータ装置を用い，九州大学地震火山観測研究センターで収録されている．このデータは自動検測，さら

に手動検測を経て活動状況が逐次把握できるシステムによって処理され，暫定結果は HP において公開されている

（http://www.sevo.kyushu-u.ac.jp/2005-GENKAI/）． 今回の地震は海底下で発生したため，より精度のよい震源分

布を得るためにはOBS観測が不可欠であった．そこで，九州大学，東京大学は，11台の海底地震計を3/26-27にかけ

て九州大学庸船により設置した．回収は4/13-14において福岡県の協力により，福岡県水産海洋技術センター「げん

かい」によって行った．得られたデータを解析することにより，飛躍的に精度のよい地震活動やメカニズムに関して

の知見が得られると期待される．詳細な地震活動だけではなく，余効的な地殻変動をつかむために，九州大学，北海

道大学，鹿児島大学ではGPS臨時観測を行った．展開した観測点は6点で震源域を取り囲むように九州大学箱崎キャ

ンパス，小呂島，北崎，玄界島，能古島，志賀島に設置した．データ回収は逐次行われ，現在データを蓄積，処理中

である． 

地震観測網データによって得られた余震活動はほぼ北西－南東の走向を持ち，北端部ではその走向をやや北向きに変

化させていることが明らかになった．余震は，水平方向約25km，深さは約2kmから18kmの範囲に分布しており，余

震分布から推定される断層面ほぼ鉛直である．余震の深さ分布の上限は北西部でやや深くなる傾向がみられるが，被

害の大きかった玄界島では震源は5km以浅まで広がっている．また，余震域の主走向から分岐した余震活動や，推定

震源断層から外れて，海の中道周辺や福岡市東区の九州大学直下においても群発的な活動が見られることが明らかに

なった． 
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